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脱ユビキチン化酵素 USP7 による GranzymeA 産生 Th2 細胞の誘導機構とアレル
ギー性炎症の病態形成に関する論文が、PNAS誌へ掲載されました。 
 
本研究成果は、2023年 11月 28日に科学誌「Proc Natl Acad Sci U S A」（オンラ
イン）に掲載されました。 
 
【論文タイトル】 
The USP7-STAT3-granzyme-Par-1 axis regulates allergic inflammation by 
promoting differentiation of IL-5-producing Th2 cells 
 
【概要】 
発表詳細は下記の URL からご覧ください。 
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成果の概要

1. Th2細胞の分化初期において、Granzyme産生
サブセットを同定した。

2. ユビキチン特異的プロテアーゼ7（USP7）は、
STAT3のリン酸化を介して、Granzyme Aおよび
Bの産生を調節することを明らかにした。

3. Granzyme-Par1経路は、IL-33非依存的にマ
ウスとヒトの両方でIL-5とIL-13の産生を促進する
を示した。

4. USP7-STAT3-Granzyme-PAR-1経路の阻害
により、アレルギー性気道炎症が改善された。

Th2細胞におけるUSP7-STAT3-Granzyme-PAR-1経路
の解明とアレルギー性疾患への新規治療戦略

概要図

本研究開発では、副反応の病態形成に重要な「病原性免疫記憶」に着目し
病原性-組織常在性記憶CD4+ T細胞の誘導および維持に関する細胞・分子機構の
解明による安全・安心な次世代粘膜ワクチンの開発に寄与する
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